
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                       

 

秋季彼岸会法要《法話》 
２０２４年９月１９日～２５日 期間中の３日間、 

ご法話をいただきました。 
編集担当の受け取りを以下のとおり概要としてまとめました。 

ご坊さんだより 
桑名別院 本統寺 

月 

第３５号 

発行所：桑名別院 

発行人：長澤隆司 

９
月 

21

日
（
土
）
「
亡
き
人
を
訪
う
」 

 

９
月 

22

日
（
日
）
「
二
河
白
道 

〜 
 

 
 

〜
」 

 

９
月 

23

日
（
月
）
「
還
相
・
往
相
」 彼

岸
ア
レ
コ
レ 

紙
芝
居 

 

葬
儀
や
年
忌
な
ど
、
亡
き
人
に
向
き
合
う
こ
と
は
、
同
時
に
今
を
生
き
て
い
る
私
や
他
者
を

大
事
に
で
き
る
こ
と
で
も
あ
る
。
そ
う
し
た
先
人
た
ち
の
歩
み
に
よ
っ
て
私
に
ま
で
「
本
当
の

い
の
ち
の
か
が
や
き
」、「
願
い
」
が
連
続
し
て
届
い
て
き
て
い
る
。
そ
れ
は
、
私
た
ち
が
帰
る

場
所
で
あ
り
、
阿
弥
陀
仏
の
示
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
例
え
ば
、
山
登
り
に
お
い
て
、
道
に 

迷
っ
た
と
気
が
つ
け
た
と
き
に
、
分
か
る
と
こ
ろ
ま
で
戻
る
こ
と
が
で
き
た
な
ら
ば
、
遭
難 

す
る
こ
と
が
な
い
こ
と
の
よ
う
に
、
つ
い
自
分
の
考
え
を
中
心
と
し
て
、 

つ
い
目
的
地
ば
か
り
に
気
を
と
ら
れ
て
迷
い
続
け
る
在
り
方
の
私
た
ち
に
、 

迷
っ
て
も
い
い
よ
う
に
と
、
帰
る
場
所
を
阿
弥
陀
仏
が
示
さ
れ
て
い
る
。 

場
所
で
あ
る
。 

  
紙
芝
居
『
し
ん
ら
ん
さ
ま
と
白
い
道
』（
東
本
願
寺
出
版
）
を
読
み
終
え
る
と
子
供
た
ち
が

「
私
に
も
白
い
道
が
あ
る
の
？
」
と
聞
い
て
く
れ
ま
し
た
。
白
い
道
は
目
に
は
見
え
な
い
。 

ど
う
し
て
も
現
実
は
目
に
見
え
る
も
の
し
か
信
じ
づ
ら
い
と
い
う
こ
と
が
あ
る
け
れ
ど
、 

目
に
は
見
え
な
く
と
も
、
大
切
な
も
の
や
大
切
な
こ
と
が
あ
る
ん
だ
よ
と
お
話
し
ま
し
た
。 

白
道
は
12
㎝
く
ら
い
。
火
（
怒
り
）
と
水
（
貪
り
）
の
川
に
挟
ま
れ
、
歩
く
に
は
大
変
な

道
。
で
も
、
阿
弥
陀
仏
が
前
か
ら
招
き
、
お
釈
迦
様
が
後
ろ
か
ら
勧
め
て 

く
だ
さ
っ
て
い
る
道
は
確
か
に
あ
る
の
で
す
。
あ
と
は
教
え
を
聞
き
、 

道
を
求
め
よ
う
と
す
る
心
（
求
道
心
）
が
あ
れ
ば
、
心
配
は
い
ら
な
い
。 

  

王
子
と
し
て
生
ま
れ
た
お
釈
迦
様
は
29
歳
の
と
き
、
は
じ
め
て
外
出
先
で
老
人
・
病
人
・

死
者
に
出
遇
い
、
本
当
の
自
分
の
未
来
像
を
知
り
、
出
家
を
思
い
立
っ
た
（
四
門
出
遊
）
。 

 

「
自
分
が
ど
う
な
る
か
知
っ
て
お
き
た
い
」
と
い
う
思
い
が
「
覚
り
」
な
の
で
し
ょ
う
。 

 
 

そ
れ
は
、
今
後
の
自
分
の
身
に
起
こ
る
全
て
の
出
来
事
や
変
化
を
、
恐
れ
ず
受
け
と
め
る
こ
と

が
で
き
る
か
で
あ
る
。
そ
の
う
え
で
、
先
人
た
ち
に
遇
う
と
い
う
こ
と
は
、
自
分
の
未
来
を 

知
る
と
い
う
こ
と
、
仏
か
ら
の
願
い
（
還
相
）
に
遇
う
と
い
う
こ
と
で 

あ
る
。
そ
し
て
、
私
た
ち
も
ま
た
、
引
き
継
い
で
阿
弥
陀
仏
の
名
を
称
え
、 

浄
土
に
生
ま
れ
て
い
く
命
を
生
き
て
い
く
と
い
う
こ
と
で
あ
る
（
往
相
）。 

  

● 

新
任  

夏
川 

裕
美 

( 

事
務
非
常
勤 )  

二
〇
二
四
年 

七
月 

一
日 

付 
 

● 

退
任  

吉
田 

玲
子 

( 

賄
い
方 )  

二
〇
二
四
年 

九
月
三
十
日
付 

 

吉
田
さ
ん
に
は
、
12
年
間
、
別
院
の
賄
い
を
は
じ
め
、 

奉
仕
団
体
の
接
待
準
備
や
別
院
諸
殿
の
清
掃
、 

備
品
の
整
理
な
ど
、
多
方
面
で
お
支
え
を 

い
た
だ
き
ま
し
た
。
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

【ご
報
告
】 

別
院
人
事
に
つ
い
て 

婦人会 清掃奉仕活動(10/11) 

報恩講お斎係代表による試作会(10/24) 

仏華講習会の準備(10/15) 

報恩講仏華の幹づくり 

《
事
業
報
告
》
フ
ォ
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー 

講
師 

岡
田 

寛
樹 

氏 

（
多
度
町 

立
勝
寺 

住
職
） 

講
師 

本
多 

益 

氏 

（
い
な
べ
市 

光
明
寺 

住
職
） 

講
師 

髙
木 

彩 

氏 

（
四
日
市
市 

信
光
寺 

住
職
） 

と
ぶ
ら 

 

げ
ん
そ
う 
お
う
そ
う 

に  

が 

び
ゃ
く
ど
う 

と
な 



 

 

 

 

  

 

 

 

◇ 晨朝（おあさじ）  毎日 7:00～ 

◇ 祥月経        毎日 9:00～ 

毎月 13、28 日は 13:00～、31 日は前日に兼ねます。 

加えて今月は、16 日、23 日は前日に兼ねます。  

 
 

◇ お夕事            毎日 16:00～ 

◇ 御命日のお参り  

先門首  13 日  

 
 
◇ 御歴代御正当  

11 月  4 日(月) 達如上人 第 20 代  
 

  
 

 

◇ 人生講座   会費 500 円 

  １１月３日（日） 7:00 ～ 8:00 

講師  水野 朋人 氏          
(東員町 淨泉寺 住職） 

 

 
 
◇ 同朋の会 【正信偈のことばにふれる⑧】 

11 月 1 日（金）13:00～15:00 会費 500 円 

講師 長澤 隆司 

     （桑名別院 輪番） 
 

    
◇ 桑名別院法話のつどい  

11 月１３日（水）13:00～15:00 

講師 西藤 孟志 氏 
       （桑名市 慈航寺 住職） 

◇ 桑名別院法話のつどい  
11 月２８日（木）13:00～15:00 

講師 長澤 隆司  
       （ 桑名別院 輪番 ） 

◇ 晨朝法話  
毎朝 7:00 からの勤行後  
法話 別院列座（１3 日、28 日の御命日は輪番） 

桑名別院 本統寺 

三重県桑名市北寺町４７番地 

 

※毎月第一金曜日開講。 

※ 次回 12 月 6 日（金）午後 1 時～3 時 

 

  
 
 

※毎月第一日曜日開講。 

12 月１日(日) 講師 中川 和子 氏 (四日市市 常願寺 住職) 

 

 

 

法話(又は講演)のご案内 法要(お勤め)のご案内 

他の時間に祥月経をご希望の方、 
または年忌等、各種お参りをご希望の方は 
寺務所までお問い合わせください。 
 

前 日：13:00 より逮夜  
御命日：7:00 より晨朝、9:00 より日中 

 

◆  宗祖親鸞聖人御正当    
   

11 月 27 日（水） 13:00～ 逮夜 

11 月 28 日（木）  ７:00〜 晨朝 

9:00〜 日中 

 

お知らせ（今後の予定） 

前 日：16:00 より 逮夜  
御命日：7:00 より 晨朝 兼 日中 

 

◎  清掃奉仕（桑名別院婦人会主催）     

           12月１１日（水） 9：00～11:00 

◎ 報恩講 奉仕活動の募集 (全日 8:00〜14:00 頃) 
12月 1８日(水) お華束の御餅づくり  

１９日(木) お華束づくり、お斎準備 

２０日（金）〜２３日（月）  お斎係、駐車場係 

◎ 仏華講習会（桑名別院本堂にて）会費 500 円 / 要予約  
     

【第２回】 12月１6日、１７日 9：30～16：00     
  

◎ 仏具のお磨き  
      

12月 5日（木） 8：30～11:00 
 

◎ 儀式作法研修会（桑名別院・三重教区准堂会主催）  
 

１２月 5日（木） 14：00～17：00 （正信偈句切） 

             
 
 
 
            12月１１日（水） 9：00～ 
 
 
 
 

 

お斎などの仏事存続のため、ご奉仕いただける方がございましたら、
桑名別院までお申し出ください（上記フォームもご活用ください）。 
※ 各団体にて参加人数を取りまとめる場合は、 

個人でのお申し出は不要です。 

 

報
恩
講
日
程 


